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図13　群馬県館林市茂林寺沼の主要木本花粉ダイアグラム（辻ほか，1986）
　　　　　　　　木本花粉総数を基数として算出
100％
●・ 植生史と人間活動
　（1）縄文時代から弥生時代以降への環境史
　これまで見てきた武蔵野台地，狭山丘陵北端，大宮台地，館林台地における縄文時代から弥生時
代以降への以降には次のような共通点が見出せる。すなわち，丘陵地や台地に形成された開析谷に
おいては，木材を多量に包含する縄文時代後半期の木本泥炭あるいは泥炭質堆積物を，遅くとも弥
生時代後期の遺物を包含するかこの時期を示標するテフラを挟在する草本泥炭，あるいは砂質の泥
炭質堆積物が不整合に覆うか，または軽微な斜交関係をもって覆うという現象が認められる。狭山
丘陵北端のお伊勢山遺跡では，縄文時代の遺物包含層を削り込む浅い谷の形成後，粗粒の砕屑物が
谷を流下しつつ，やがて泥・泥炭質堆積物によって谷が埋積されていく様子が認められた。武蔵野
台地における開析谷や台地縁辺の低地では，最上部に富士火山を起源とする湯舟第1スコリアを挟
在する木本泥炭・泥炭質堆積物が，湯舟第2スコリアかこれに対比される可能性の高いテフラを挟
在する草本泥炭によって覆われるという関係が各地で認められた。また，大宮台地南東部の赤山陣
屋跡遺跡では，同じく最上部に湯舟第1スコリアを挟在する木本泥炭が，軽微な不整合関係をもっ
て，テフラS－18・湯舟第2スコリア以上の一連のテフラ群を挟在する草本泥炭に覆われる様子が
捉えられている。
　これらの事例は，木本泥炭・泥炭質堆積物の形成，削剥作用による侵食谷・侵食面の形成運搬・
堆積作用および自生堆積物である草本泥炭の生成による谷の埋積，という一連の環境変遷を意味し
ており，かつ，局地的な現象でなく，広範囲に及んだ現象であったことを示している。多くの研究
131
国立歴史民俗博物館研究報告
第72集　1997年3月
者，たとえば遠藤・小杉〔1989〕が言うように，約3，000～2，000年前のネオグラシェーションを反
映したもので，ここで認められる地形環境の推移は単一の要因に支配されているのではなく，海水
準低下と下刻・浅谷形成・土壌化，気候の寒冷化と岩屑生産，気候の湿潤化と活発な運搬作用・洪
水，海水準上昇と埋積・水位上昇，といった諸要因の組み合わせによって支配されていると考えら
れる。すなわち，縄文時代後半期に始まる気候の寒冷化，湿潤化，海水準の低下が木本泥炭や類似
の堆積物の形成を支配し，さらにその進行によって下刻・浅谷形成をもたらした。谷を埋積する草
本泥炭や類似の堆積物の形成は，河川による粗粒砕屑物の供給と後背湿地の形成，あるいは開析谷
底での水位上昇によってもたらされたと考えることができる。このように見ると，山間部に位置す
る御殿場一体での，御殿場泥流堆積物を斜交関係で覆う大沢藍沢湖成層の形成も，こうした地形環
境の変遷に対応したものとみることができる。事実，大沢藍沢湖成層の主要部をなす泥炭質堆積物
の最下部にはテフラS－18と湯舟第2スコリアが挟在し，泥炭質堆積物による埋積の始まりが同直
であることを示している。また，上杉ほか〔1979〕によって示されたように，富士山・北東麓では
湯舟第2スコリアの下に顕著な斜交関係が認められ，同テフラが谷に厚く堆積する。このような産
状は，武蔵野台地の南於林遺跡での湯舟第2スコリアの産状，あるいは台地縁辺の高島平北遺跡で
の同テフラに対比される可能性の高いスコリアの産状と一致し，山間部の斜面から開析谷，さらに
は低地にまで広範囲に及んでいたことが分かる。
　このように，ここで対象とした古墳時代から古代へと続く一連の堆積物は，縄文時代から弥生時
代にかけて形成された侵食谷・侵食面を埋積するものと見ることができる。埋積物の下部には，こ
れまでに知られる限りでは弥生時代後期の遺物が出土しているが，人間活動とのかかわりを明らか
にしていくには，もう少し層位関係がはっきりした事例を増やしていく必要があるだろう。また，
埋積物の最下部に挟在するテフラ湯舟第2スコリアにっいても，宮地・鈴木〔1986〕によれば直下
の泥炭の放射性炭素年代が2，230±110y．B．P．と測定されているが，赤山陣屋跡遺跡では上述した
ように2，500～3，000年前という放射性炭素年代が得られており，もう少し精度の高い，また統計
的に見てもばらつきの少ない豊富な資料が求められる。
　（2）植生の変化と人間活動
　弥生時代から古代にかけての関東平野の森林植生は，基本的には縄文時代後期頃以降の変化の傾
向を踏襲して形成されたものである。すなわち，伊豆から湘南地域にかけてはアカガシ亜属を主体
とする照葉樹林要素とスギが卓越する森林植生を基本にしていた。東京湾沿岸域から武蔵野台地や
大宮台地にかけての広大な台地域では，コナラ亜属を主とする落葉広葉樹を交えながらも，アカガ
シ亜属とスギ，およびモミ属やヒノキ類が目立っようになるという傾向がある。狭山丘陵北端のお
伊勢山遺跡や館林台地でもこのような傾向を認めることができる。縄文時代後期頃と縄文時代晩期
から弥生時代にかけてこのような傾向が促進されるという現象を，赤山陣屋跡遺跡や袋低地遺跡で
の事例にもとついて辻〔1989b〕が指摘しているが，照葉樹林要素とスギやヒノキ類のような針葉樹
の拡大がより広範囲に，かっ普遍的に起こっていたことが明らかになってきたと言えよう。
　このような照葉樹林要素，およびスギ・ヒノキ類・モミ属といった針葉樹の拡大は，先に述べた
ような気候の寒冷・湿潤化，および侵食谷・侵食面形成に代表されるような地形環境の推移が深く
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関係していると見られる。地形環境の不安定化に対しては土地的極相を作り易いスギやヒノキ類と
いった針葉樹の拡大が考えられるし，気候の寒冷・湿潤化に対しては，温度環境が照葉樹林要素の
生育の破綻をきたさなければ，スギやモミ属とともに照葉樹林要素の拡大は十分に考えられるであ
ろう。
　このように変化しつつあった森林植生や縄文時代後半期以来の低地・開析谷の植生が，人間活動
とのかかわりによって変化を遂げていく推移にはいくっかの段階があることが指摘できる。第1は，
弥生時代から古代にかけての居住・農耕・森林資源利用によってもたらされる変化である。第2は
中世の13世紀に入ってからのスギや照葉樹林要素の資源利用および畑作の拡大によってもたらされ
る変化である。この変化でマッニ次林が漸増するか激増する。第3は，近世の18世紀初頭における
森林植生の大規模な改変である。この変化でマッ林やスギ林が人為的に造られる。
　まず，第1の変化について見てみよう。静岡県韮山町の山木遺跡では，弥生時代後期と見積もら
れた層位においてスギが急速に減少し，低地では稲作が行われていたことが示された。稲作をもち，
主にスギという森林資源の利用がセットになった開発とみることができる。狭山丘陵北端のお伊勢
山遺跡では，約6世紀前後，9世紀前半，および10世紀代の3度にわたって変化が認められた。い
ずれもお伊勢山の斜面部から谷部にかけての部分的な森林伐採が示唆され，後2者にっいては谷部
での稲作による変化を伴っている。マッ属の増加はまったく認められず，スギやアカガシ亜属はむ
しろ相対的には増加している。武蔵野台地の開析谷では，たとえば南於林遺跡のように古代にハン
ノキ湿地林を開発して一時的に稲作が行われた形跡がある。下総台地西部では，古墳時代頃，谷底
のハンノキ湿地林を開発して継続的な稲作を営んでいたことが明らかになっている。各地で共通し
ていることは，森林植生が急速に乏しくなりっっあったことであろう。これは，花粉・胞子総数に
占める木本花粉の割合が急速に低下することによって裏付けられる。古墳時代から古代を通して谷
部は湿地的環境に見舞われていたため，湿地に生育する草本植物群が木本を上回ったとも考えられ
るが，中里遺跡における古墳時代・古代の溝や舟渡遺跡における平安時代の溝周辺の復元景観は森
林植生がきわめて乏しいものであり，堆積物中の多量の灰を併せ考えると，周辺域では野焼きなど
が行われていたとみなせる。したがって，相対的に増加しているスギやアカガシ亜属は広域に増加
していたのではなく，開発されにくい台地斜面や谷奥部などを中心に拡大していたものが反映され
たものと考えられる。資料が少ないので憶測の域を出ないが，古墳時代から古代にかけての開発に
は山間部と台地部，あるいは低地部での地域性がずいぶんあり，時期的にも何段階もの開発があっ
た可能性がある。
　第2の変化は，これまでの各地の層序・編年，および花粉化石群の層位的変化を見る限り，同質
的で，同時的なものと考えることができる。この変化は，森林植生では，マツ属複維管束亜属の漸
増もしくは激増と，スギ，アカガシ亜属など，それまでに相対的にも増加をしていた要素の急減，
森林要素のいっそうの減少，およびソバ属，ゴマ属などの畑作の栽培植物や日当たりのよい場所に
繁茂する中性の草本類の増加によって特徴づけられる。そのもっとも著しい事例として鎌倉を上げ
ることができる。鎌倉では13世紀前半においてスギとアカガシ亜属の急減があり，代わってマッ属
複維管束亜属の急増がもたらされた。遺跡発掘によって得られた日用品から建築構造材にいたるま
で，おびただしい量のスギ材が用いられており，また，スギ以外にもヒノキ類やモミ属など針葉樹
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が盛んに資源として利用された。検出量が少ないものの，照葉樹林要素も頻繁に利用されたものと
考えることができる。武蔵野台地の開析谷や縁辺の高島平北遺跡では天仁元（1108）年のテフラ
As－Bの降灰後若干の時間を置いて起こっており，同時性の高い現象と見ることができよう。ま
た，館林台地では，均質な堆積物から12世紀末と割り出したが，将来より高い精度の編年を期待す
るとしても，おおむね同時的であると考えることができる。御殿場一帯では9世紀頃と見積もられ
〔宮地・鈴木，1986〕，また，山木遺跡でも古代と古く見積もられているが〔辻，1993〕，前者では9世
紀頃のテフラの上位層準にあたり，後者ではこれまでの遺物の産状によるもので直接年代を裏付け
てはいないので，検討の余地は多分にあると言えるだろう。
　第2の変化においてスギやヒノキ類を始め，針葉樹が急速に減少していったのは，山田〔1993〕
が膨大な木質遺物の集成から指摘するように，木材を巧みに加工できる鉄製の刃物の普及と加工技
術の高度化によって古墳時代以来発展してきた針葉樹利用体系に，遠距離を大量輸送しやすいとい
う商産業性がさらに付加されたためと考えられる。また，この変化を契機として畑作の栽培植物や
畑雑草と見られる植物群が多種出現するようになる。これは畑作農耕が拡大したことを示唆するも
ので，森林資源の利用と相まって，台地・丘陵から山間部におよぶ土地利用体系の拡大があったと
見られる。こうした土地利用体系の拡大が，土地的極相林であったマッ属複維管束亜属の拡大を促
し，マッニ次林の形成をもたらしたと言えよう。第2の変化から次の第3の変化までに，ツガ属，
カバノキ属　クマシデ属一アサダ属といった木本類が低率ながらも明瞭な増加を示す傾向があるが，
これについても土地的に乾燥してきたため，乾燥した土地に適応できるそれら樹種が増加した可能
性が高い。
　第3の変化は，マツ属複維管束亜属が急増するだけでなく，スギをも伴っていることが大きな特
徴である。このことは，マッ属が二次林として拡大してきただけでなく，有用資源として植林され
たことを示唆している。増加の仕方が漸増ではなく急増し，極大値に達してからはほとんど変動す
ることなく維持されることは，人為的な生態系であることと，人為的に維持され続けたことを意味
している。また，しばしばニレ属一ケヤキ属やハンノキ属の増加も認められるが，屋敷や農耕地周
辺で育成された可能性はあるであろう。一方，草本類でも，ソバ属や，アブラナ科，アカザ科，ヒ
ユ科，ナデシコ科，ワレモコウ属　タケニグサ属など多種類の草本植物群がふっうに検出されるが，
これは，農耕地の拡大や日当たりのよい空間が格段に広がった結果であると見られ，生業形態の大
きな変化を伺わせる。
　第3の変化が18世紀初頭において起こったことは，1707年の富士宝永スコリアの降灰とほぼ時期
が一致することによる。
　（3）残された諸問題
　弥生時代以降，古墳時代，古代，中世，近世をアカマッ時代として一括し，森林破壊と農耕の伝
播のみで議論できる植生史研究の時代はもう過去であると言ってよい。この時代を対象とする植生
史研究に求められているのは，以下のような残された諸問題の解決と新しい課題設定であろう。
　第1は，層序・編年の問題である。従来の精度の低い放射性炭素年代測定法でこの時代の編年を
行うには自ずと限界がある。これで植生変化の地域性を議論してもほとんど実りがない。堆積物記
134
［関東平野における弥生時代以降の植生史と人間活動］……辻械一郎
載層序区分，テフラ層序，洪水性懸濁物質など災害堆積物層序，タンデム加速器質量分析法によ
る放射性炭素年代測定など可能な限り複数の層序・編年法を組み合わせた層序・編年の確立を押し
進めなければ，いっこうに精度が上がらない。関東平野の場合には，富士火山を起源とするテフラ
の新たな記載学を開発することは大きな意義をもっている。また，災害堆積物層序の確立も急務で
ある。
　第2は，同定された植物遺体の標本資料と比較標本の整備の問題である。歴史時代における植生
史研究は，農業・商業・産業の形態や内容を具体的に描き出していくための基礎研究に期待される
ところが大きい。たとえば，広義のクワ科はアサ科とクワ科を含んでおり，いずれも人間活動と深
くかかわる植物群が多いが，花粉形態ではいまだに種の階級まで同定しえていない。また，ベニバ
ナなど多種にわたって産出記録はあるが，登録標本の提示がなく，正式な記載がなされることはほ
とんどないといってよい。標本資料の登録化は急務である。比較標本は分類学的な検討と処理に耐
えうるように証拠標本（バウチャー）の保管・整備が急務である。
　第3は，これからの課題であるが，歴史学・考古学との協業である。ここでは，植物遺体研究を
ベースとした検討と問題の摘出しかしていないが，それは，自然科学的手法にも上に述べたような
大いなる改革が求められているからである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（国立歴史民俗博物館歴史研究部）
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Vegetational　History　in　Relation　to　Human　Activities　since
the　Yayoi　Period　in　the　Kanto　Plain．　Central　Japan
TsuJI，　Sei－ichiro
　The　environmental　and　vegetational　history　since　the　Yayoi　Period　in　the　Kanto　Plain
was　reconstructed　by　a　reexamination　and　compilation　of　stratigraphy　and　palynology．
The　laurel　forest　elements　and　conifers　such　as　Cたyμoη↓erεα，α乙αmαθcッραr‘s，　and、4玩es
expanded　during　the　time　from　Late　Jomon　to　Kodai　Period．　A　cool　and　wet　climate　and
asubaerial　erosion　caused　this　vegetational　change．　Three　vegetational　changes　caused　by
strong　human－nature　relations　were　established．　The　first，　corresponding　to　the　Yayoi　to
Kodai　Period，　is　characterized　by　a　disappearence　of　scarp　and　lowland　forests　and
abeginning　of　cultivation　and　exploitation　in　and　around　the　dwelling　areas．　The　second
corresponds　to　the　13　century　in　the　Kamakura　Period，　and　is　distinguished　by　a　disappear－
ance　of　C7ツPεoητθr‘α　and　laurel　forests　and　a　beginning　of　expansion　of　P‘ημs　forest．　Such
typical　vegetational　change　occured　in　the　Kamakura　area．　The　third　corresponding　to　the
early　19　century　is　defined　as　an　invasion　and　afforestation　of　P‘7τzz8　and　C7ツpZoηzθr‘α．
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　　　　図14　東京都板橋区舟渡遺跡の平安時代溝内堆積物から産した花粉化石〔1）
A：マメ科A型，花粉塊，標本ESN．　ST3327　B，　C：マメ科A型，赤道観像，標本ESN，　ST3305，
D～G：ブドウ属，D，　E赤道観像，　F，　G極観像，標本ESN．ST3375．　Hニブドウ属，赤道部の
発芽装置，標本ESN，ST3337，　1：ブドウ属，赤道観像，標本ESN，ST3295．　Aのみ700倍，他は
1800倍．
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　　　図15　東京都板橋区舟渡遺跡の平安時代溝内堆積物から産した花粉化石（2）
A～D：ノブドウ属，赤道観像，A～C外層のLO分析像，標本ESN．　ST3238．　E～J・ヒルガオ属，
G～J外層のLO分析像，標本ESN，ST3379，　E，　Fのみ700倍，他は1800倍．
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　　　　図16　東京都板橋区舟渡遺跡の平安時代溝内堆積物から産した花粉化石｛3｝
A～C　ヘクソカスラ属，標本ESN　ST3343　D，　E　ヘクノカズラ属，標本ESN　ST3251
F～K　ソルニンソン属，F，　G赤道観像，　H，1極観像，　J外層の彫紋，　K外膜の光学断面，
標本ESN　ST3378　F～1のみ860倍，他は1800倍
